
〔運営交付金〕

様式第９号（第５条関係）

年 月 日

笠岡市長　殿

年 月

１　変更交付申請額 円

　 （交付金決算額）

　〔内訳〕 （単位：円）

２　交付金が減額変更になった理由

【添付書類】

（２）笠岡市魅力あるまちづくり交付金（運営交付金）収支決算書（様式第１１号）

（３）支払書類（レシート等）の原本

（４）事業の実施状況がわかる写真及び成果品

（５）その他参考となる書類　

令和 6 3 31

所 在 地 笠岡市六番町２－５

協 議 会 名 番町地区まちづくり協議会

協議会長名 会長 中村勝美

令和 5 年度笠岡市魅力あるまちづくり交付金（運営交付金）

変更申請書（兼）実績報告書

令和 5 4 1 日付け笠岡市指令協第 200 号で交付決定を受けた交付金に

ついて，次のとおり交付額の変更を申請します。併せて，次のとおり活動が完了したので，

笠岡市魅力あるまちづくり交付金交付要綱第５条の規定により関係書類を添えて報告します。

記

812,577

交付決定額（Ⅰ）
変更交付申請額（Ⅱ）

（交付金決算額）

返還額
（Ⅰ）－（Ⅱ）

1,220,000 812,577 407,423

（１）笠岡市魅力あるまちづくり交付金（運営交付金）活動実績明細書（様式第１０号）

広報誌を発行しなかったため。



〔運営交付金〕

様式第１０号（第５条関係）

　　　

協議会名

　　　※　会議の開催結果及び活動費の開催結果の区分欄は，適宜変更して使用すること。

令和 5 年度笠岡市魅力あるまちづくり交付金（運営交付金）活動実績明細書

番町地区まちづくり協議会

実施期間 令和 5 年4月1日　 から　 令和 6 年3月31日　 まで  

会議の種類 開催結果

総会
※または総会に準ずるもの

開催時期： 5 月， 開催形式： 対面

その他会議 開催回数： 12 回 会議の種類： 理事会、常任理事会

活動名 活動実施による成果及び課題 具体的な活動内容

会
議
の

開
催
結
果

成
果

膝の痛みがなくなったり、笑顔も増え、心身機能の筋力
強化だけでなく地区民の交流にもつながっている。

課
題

もっと多くの人に周知し、参加を募りたい。

成
果

高齢者の地域交流の場として活躍した。

課
題

若年層の参加者がいない。

成
果

発行していない。

課
題

成
果

課
題

活
動
費
の
活
動
結
果

１００歳体操

毎月第2第4金曜日開催　　　　　　　　　　　　   　
会場：番町コミュニティハウス　　　　　　　　　　　
一回当たりの参加人数：20名

番町地区いきい
きサロン

月1回開催（8月と12月は除く）
会場：番町コミュニティハウス
一回当たりの参加予定人数：20名
内容：おやつ作り等

広報誌発行

発行していない。



〔運営交付金〕

　　　

　　　

活動名 活動実施による成果及び課題 具体的な活動内容

行政間連携事業

行政間連携事業

※　会議の開催結果及び活動費の開催結果の区分欄は，適宜変更して使用すること。

成
果

課
題

成
果

課
題

成
果

課
題

成
果

多くの方が参加し、災害への危機感、事前準備の必要性
を周知することができた。

課
題

若者の参加が少なかった。

成
果

課
題

活
動
費
の
活
動
結
果

大型台風が24時ごろ笠岡付近を通過し、大潮の満
潮で防波堤を超える高潮が予想され20時に笠岡市
からレベル4避難指示が番町地区全体に出た想定
で、一斉避難訓練を行う。避難場所で朝まで過ご
し、朝8時に避難指示が解除され解散する。全戸に
パンフレットを配布。パンフレットには、開催
日、場所、当日のスケジュールを記載する。

防災事業



〔運営交付金〕

様式第１１号（第５条関係）

　　　

協議会名

【収入の部】 （単位：円）

回

【支出の部】 （単位：円）

修繕料

市交付金の返還額

（Ⅰ）　－　（Ⅱ）

※　収入及び支出の区分欄は，適宜変更して使用すること。

令和 5 年度笠岡市魅力あるまちづくり交付金（運営交付金）収支決算書

番町地区まちづくり協議会

費　　目 予算額 決算額 差引 摘　　要

市交付金(①＋②） (Ⅰ) 1,220,000 (Ⅱ) 812,577 407,423

①市交付金 1,017,000 777,710 239,290

②市交付金加算枠 203,000 34,867 168,133

広報発行数：年 0

交付金の種類： 運営 交付金

策定期間：下記リストから選択してください

交付金の種類： 交付金

行政間連携事業 153,000 34,867 118,133 防災事業

その他収入 0 0 0

0

0

0

0

計 1,220,000 812,577 407,423

費　　目 予算額 決算額 差引 摘　　要

人件費 567,000 522,210 44,790 別紙「【運営費】出納簿」のとおり

賃借料 0 0 〃

光熱水費 0 0 〃

運営費 209,000 220,850 △ 11,850

消耗品費 83,000 138,350 △ 55,350 別紙「【運営費】出納簿」のとおり

食糧費 38,000 11,463 26,537 〃

印刷製本費 0 0 〃

0 0 〃

通信運搬費 63,000 56,637 6,363 〃

手数料 2,000 1,500 500 〃

使用料及び賃借料 23,000 12,900 10,100 〃

0 0 〃

0 0 〃

活動費 444,000 69,517 374,483

１００歳体操 36,000 15,300 20,700 別紙「【活動費】積算資料①」のとおり

番町地区いきいきサロン 15,000 19,350 △ 4,350 別紙「【活動費】積算資料②」のとおり

広報誌発行 240,000 0 240,000 別紙「【活動費】積算資料③」のとおり

0 0 別紙「【活動費】積算資料④」のとおり

0 0 別紙「【活動費】積算資料⑤」のとおり

0 0 別紙「【活動費】積算資料⑥」のとおり

0 0 別紙「【活動費】積算資料⑦」のとおり

行政間連携事業 153,000 34,867 118,133

防災事業 153,000 34,867 118,133 別紙「【活動費(行政間連携)】積算資料⑩」のとおり

　 0 0 別紙「【活動費(行政間連携)】積算資料⑪」のとおり

0 0 0

0

　　決算額のうち市交付金分

(Ⅱ) 812,577

407,423 円

広報活動 50,000 0 50,000

まちづくり計画策定 0 0

計 1,220,000 812,577 407,423



〔事務様式２〕

№ 年 月 日 支出額 支出累計
1 5 5 24 50,470 50,470
2 5 6 15 48,925 99,395
3 5 6 30 47,895 147,290
4 5 7 28 46,865 194,155
5 5 9 1 63,345 257,500
6 5 9 29 40,170 297,670
7 5 11 15 39,140 336,810
8 5 12 6 39,140 375,950
9 5 1 17 45,320 421,270
10 6 2 7 31,930 453,200
11 6 2 28 32,960 486,160
12 6 3 29 36,050 522,210
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31
32
33
34
35
36
37
38
39
40

522,210

出     納     簿

支払先 摘　　　要
事務員 人件費　4月分
事務員 人件費　5月分
事務員 人件費　6月分
事務員 人件費　7月分
事務員 人件費　8月分
事務員 人件費　9月分
事務員 人件費　10月分
事務員 人件費　11月分
事務員 人件費　12月分
事務員 人件費　1月分
事務員 人件費　2月分
事務員 人件費　3月分

No.1　小　計　　

交付金区分 運営交付金

活動名 運営費

費目 人件費

No. 1



〔事務様式２〕

№ 年 月 日 支出額 支出累計
1 5 5 12 ユーホー コピー用紙 830 830
2 5 8 9 黒田薬局株式会社 絆創膏 1,600 2,430
3 5 8 11 ダイソー 文具 1,217 3,647
4 5 9 15 株式会社ユーホー ホッチキス針 173 3,820
5 5 9 29 ナガヤス トナーカートリッジ 46,200 50,020
6 5 9 29 ナガヤス コピー用紙 2,200 52,220
7 5 9 29 ナガヤス トナーカートリッジ 32,560 84,780
8 5 10 13 220 85,000
9 5 12 6 18,480 103,480
10 5 12 18 2,200 105,680
11 5 12 18 32,560 138,240
12 6 3 22 110 138,350
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31
32
33
34
35
36
37
38
39
40

138,350

出     納     簿

支払先 摘　　　要

ダイソー 電池、ごみ袋
ナガヤス 名刺型用紙
ナガヤス コピー用紙
ナガヤス トナーカートリッジ
ダイソー のり

No.1　小　計　　

交付金区分 運営交付金

活動名 運営費

費目 需用費 消耗品費

No. 1



〔事務様式２〕

№ 年 月 日 支出額 支出累計
1 5 5 13 3,991 3,991
2 5 10 17 2,056 6,047
3 5 11 14 2,376 8,423
4 6 2 10 1,995 10,418
5 6 3 9 1,045 11,463
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31
32
33
34
35
36
37
38
39
40

11,463

出     納     簿

支払先 摘　　　要
ザ・ビッグ笠岡店 お茶代
株式会社ハローズ お茶代
株式会社ハローズ お茶代
ザ・ビッグ笠岡店 お茶代
株式会社ハローズ お茶代

No.1　小　計　　

交付金区分 運営交付金

活動名 運営費

費目 需用費 食糧費

No. 1



〔事務様式２〕

№ 年 月 日 支出額 支出累計
1 5 4 10 4,688 4,688
2 5 5 10 4,688 9,376
3 5 6 12 4,689 14,065
4 5 7 10 4,755 18,820
5 5 8 10 4,797 23,617
6 5 9 11 4,706 28,323
7 5 10 10 4,755 33,078
8 5 11 10 4,746 37,824
9 5 12 11 4,746 42,570
10 6 1 10 4,689 47,259
11 6 2 13 4,689 51,948
12 6 3 11 4,689 56,637
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31
32
33
34
35
36
37
38
39
40

56,637

出     納     簿

支払先 摘　　　要
ゆめネット ネット利用料
ゆめネット ネット利用料
ゆめネット ネット利用料
ゆめネット ネット利用料
ゆめネット ネット利用料
ゆめネット ネット利用料
ゆめネット ネット利用料
ゆめネット ネット利用料
ゆめネット ネット利用料
ゆめネット ネット利用料
ゆめネット ネット利用料
ゆめネット ネット利用料

No.1　小　計　　

交付金区分 運営交付金

活動名 運営費

費目 役務費 通信運搬費

No. 1



〔事務様式２〕

№ 年 月 日 支出額 支出累計
1 6 1 22 1,500 1,500
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31
32
33
34
35
36
37
38
39
40

1,500

出     納     簿

支払先 摘　　　要
笠岡市市民活動支援センター 団体登録料

No.1　小　計　　

交付金区分 運営交付金

活動名 運営費

費目 役務費 手数料

No. 1



〔事務様式２〕

№ 年 月 日 支出額 支出累計
1 6 3 27 3,600 3,600
2 6 3 27 9,300 12,900
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31
32
33
34
35
36
37
38
39
40

12,900

出     納     簿

支払先 摘　　　要
コミュニティ推進委員会 コミュニティハウス使用料
コミュニティ推進委員会 コミュニティハウス使用料

No.1　小　計　　

交付金区分 運営交付金

活動名 運営費

費目 使用料及び賃借料

No. 1



活動名

事業費計 円

報償費

旅費

需用費

１００歳体操

15,300

内　容 金　額 積　算

記入例）講師謝礼 50,000 10,000円×5回

計 0

内　容 金　額 積　算

記入例）アドバイザー旅費 15,400 岡山駅⇔笠岡駅　1,540円×10回＝15,400円

計 0

内　容 金　額 積　算

記入例）飲料費 8,000 作業用お茶代100円×20人×4回



役務費

使用料及び賃借料

備品購入費

※欄が足りない場合は協働のまちづくり課へ連絡ください。

計 0

内　容 金　額 積　算

記入例）ハガキ代 5,040 連絡用ハガキ63円×20人×4回＝5,040円

計 0

内　容 金　額 積　算

記入例）集会所使用料 5,000 500円×10回＝5,000円

会場使用料 15,300 番町コミュニティハウス使用料　（前期：7,200  後期：8,100）

計 15,300

内　容 金　額 積　算

記入例）動画撮影用ハンディーカメラ 31,818 ソニー デジタルビデオカメラ 31,818円×1台

計 0

内　容 金　額 積　算

計 0

内　容 金　額 積　算

計 0



活動名

事業費計 円

報償費

旅費

需用費

番町地区いきいきサロン

19,350

内　容 金　額 積　算

記入例）講師謝礼 50,000 10,000円×5回

計 0

内　容 金　額 積　算

記入例）アドバイザー旅費 15,400 岡山駅⇔笠岡駅　1,540円×10回＝15,400円

計 0

内　容 金　額 積　算

記入例）飲料費 8,000 作業用お茶代100円×20人×4回



役務費

使用料及び賃借料

備品購入費

※欄が足りない場合は協働のまちづくり課へ連絡ください。

計 0

内　容 金　額 積　算

記入例）ハガキ代 5,040 連絡用ハガキ63円×20人×4回＝5,040円

計 0

内　容 金　額 積　算

記入例）集会所使用料 5,000 500円×10回＝5,000円

会場使用料 19,350 番町コミュニティハウス使用料　（前期：9,450　後期：9,900円）

計 19,350

内　容 金　額 積　算

記入例）動画撮影用ハンディーカメラ 31,818 ソニー デジタルビデオカメラ 31,818円×1台

計 0

内　容 金　額 積　算

計 0

内　容 金　額 積　算

計 0



活動名

事業費計 円

報償費

旅費

需用費

防災事業 （行政間連携事業加算対象）

34,867

内　容 金　額 積　算

記入例）講師謝礼 50,000 10,000円×5回

計 0

内　容 金　額 積　算

記入例）アドバイザー旅費 15,400 岡山駅⇔笠岡駅　1,540円×10回＝15,400円

計 0

内　容 金　額 積　算

記入例）飲料費 8,000 作業用お茶代100円×20人×4回

飲料費 5,542 お茶3ケース 1,872＋1,798＋1,872＝5,542

雑費 3,470 布テープ1,408×2＝2,816，養生テープ327×2＝654

雑費 330 はさみ110×1コ,ペンスタンドメモ110×1コ,カッター110×1コ

飲料費 3,525 お茶2ケース　1,632×2×1.08＝3,525

ガス代 22,000



役務費

使用料及び賃借料

備品購入費

※欄が足りない場合は協働のまちづくり課へ連絡ください。

計 34,867

内　容 金　額 積　算

記入例）ハガキ代 5,040 連絡用ハガキ63円×20人×4回＝5,040円

計 0

内　容 金　額 積　算

記入例）集会所使用料 5,000 500円×10回＝5,000円

計 0

内　容 金　額 積　算

記入例）動画撮影用ハンディーカメラ 31,818 ソニー デジタルビデオカメラ 31,818円×1台

計 0

内　容 金　額 積　算

計 0

内　容 金　額 積　算

計 0



〔運営交付金〕

（ 令和 年度 ）

※評価点について

5 No.1

地域の子供から高齢者まで幅広い世代の意見をきいて活動を計画することができたか。 2
活動に参加するみんなで話し合い活動計画を立てることができたか。 4
活動計画の目的・効果・内容などを地域住民に周知・共有できたか。
（活動の経費・理由・内容など） 4
計画段階からより多くの住民や団体が活動に参加できるような呼びかけができたか。
（広報手段・日程調整など） 3
活動中、地域住民が積極的に参加できる環境づくりができたか。
（男女共同参画の推進，地域の若者などに対して活動参加への積極的な呼びかけなど） 3
活動中、参加者や協力団体とお互いの特性を活かした役割分担ができたか。 4
活動中、地域住民や協力団体と協力して活動を進められたか。 4
活動の進み具合に応じて、臨機応変に対応できたか。 4
活動終了後、活動の成果や課題についてみんなで話し合うことができたか。 4
地域のニーズに合致した活動ができたか。 4
活動の成果や課題を共有し、今後の活動に向けて話し合うことができたか。 4
活動をとおして、地域の中でまちづくり協議会の周知と理解を深めることができたか。 4
活動終了後、活動の成果や課題を地域に地域に向けて周知することができたか。 2

４：よくできた　３：まあまあできた　２：あまりできなかった　１：全くできなかった

活動の成果 現状と課題

今後の活動の方向性・改善策

自己評価シート

協議会名 番町地区まちづくり協議会

活動名 １００歳体操

活動目的

自分の事は自分でするを少しでも長くかなえる為。健康維持の手助けになるよう

活動内容

毎月第２第４金曜日開催予定
会場：番町コミュニティハウス
一回当たりの参加予定人数：20名

活動段階 評価項目 評価点

計画段階

実施段階

振り返り

膝の痛みがなくなったり、笑顔も増え、心身機能の筋力強化だけ
でなく地区民の交流にもつながっている。

もっと多くの人に周知し、参加を募りたい。

回覧での案内等、積極的に周知していく。



〔運営交付金〕

（ 令和 年度 ）

※評価点について

5 No.2

地域の子供から高齢者まで幅広い世代の意見をきいて活動を計画することができたか。 2
活動に参加するみんなで話し合い活動計画を立てることができたか。 4
活動計画の目的・効果・内容などを地域住民に周知・共有できたか。
（活動の経費・理由・内容など） 4
計画段階からより多くの住民や団体が活動に参加できるような呼びかけができたか。
（広報手段・日程調整など） 4
活動中、地域住民が積極的に参加できる環境づくりができたか。
（男女共同参画の推進，地域の若者などに対して活動参加への積極的な呼びかけなど） 3
活動中、参加者や協力団体とお互いの特性を活かした役割分担ができたか。 3
活動中、地域住民や協力団体と協力して活動を進められたか。 3
活動の進み具合に応じて、臨機応変に対応できたか。 4
活動終了後、活動の成果や課題についてみんなで話し合うことができたか。 3
地域のニーズに合致した活動ができたか。 4
活動の成果や課題を共有し、今後の活動に向けて話し合うことができたか。 3
活動をとおして、地域の中でまちづくり協議会の周知と理解を深めることができたか。 3
活動終了後、活動の成果や課題を地域に地域に向けて周知することができたか。 2

４：よくできた　３：まあまあできた　２：あまりできなかった　１：全くできなかった

活動の成果 現状と課題

今後の活動の方向性・改善策

自己評価シート

協議会名 番町地区まちづくり協議会

活動名 番町地区いきいきサロン

活動目的

町内会やまちづくり協議会に普段参加できていない人に参加してもらい番町地区の住民のふれあいを図る。交流の手助けとして
高齢者の引きこもりを少しでも防止する。

活動内容

月1回開催予定（8月と12月は除く）
会場：番町コミュニティハウス
一回当たりの参加予定人数：20名
内容：おやつ作り等

活動段階 評価項目 評価点

計画段階

実施段階

振り返り

高齢者の地域交流の場として活躍した。 若年層の参加者がいない。

回覧での案内等、積極的に周知していく。



〔運営交付金〕

（ 令和 年度 ）

※評価点について

5 No.8

地域の子供から高齢者まで幅広い世代の意見をきいて活動を計画することができたか。 3
活動に参加するみんなで話し合い活動計画を立てることができたか。 4
活動計画の目的・効果・内容などを地域住民に周知・共有できたか。
（活動の経費・理由・内容など） 4
計画段階からより多くの住民や団体が活動に参加できるような呼びかけができたか。
（広報手段・日程調整など） 4
活動中、地域住民が積極的に参加できる環境づくりができたか。
（男女共同参画の推進，地域の若者などに対して活動参加への積極的な呼びかけなど） 4
活動中、参加者や協力団体とお互いの特性を活かした役割分担ができたか。 4
活動中、地域住民や協力団体と協力して活動を進められたか。 4
活動の進み具合に応じて、臨機応変に対応できたか。 4
活動終了後、活動の成果や課題についてみんなで話し合うことができたか。 4
地域のニーズに合致した活動ができたか。 4
活動の成果や課題を共有し、今後の活動に向けて話し合うことができたか。 4
活動をとおして、地域の中でまちづくり協議会の周知と理解を深めることができたか。 4
活動終了後、活動の成果や課題を地域に地域に向けて周知することができたか。 3

４：よくできた　３：まあまあできた　２：あまりできなかった　１：全くできなかった

活動の成果 現状と課題

今後の活動の方向性・改善策

自己評価シート（行政間連携事業）

協議会名 番町地区まちづくり協議会

活動名 防災事業

活動目的

大型台風が大潮の満潮時に笠岡付近を通過する想定で夜間に一斉避難訓練を行うことで、番町地区の住民、町内会、各種団体
に、災害への危機感、事前準備の必要性を植え付けることと住民同士の連帯感を得ることを目的とする。

活動内容

大型台風が24時ごろ笠岡付近を通過し、大潮の満潮で防波堤を超える高潮が予想され20時に笠岡市からレベル4避難指示が番
町地区全体に出た想定で、一斉避難訓練を行う。避難場所で朝まで過ごし、朝8時に避難指示が解除され解散する。全戸にパン
フレットを配布。パンフレットには、開催日、場所、当日のスケジュールを記載する。

活動段階 評価項目 評価点

計画段階

実施段階

振り返り

多くの方が参加し、災害への危機感、事前準備の必要性を周知
することができた。

若者の参加が少なかった。

回覧での案内等、積極的に周知していく。


